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３ 講義資料・研修資料等 
 

 
 

● 令和５年度「教育コミュニティづくり」実践交流会 
１．本校での地域コミュニティ事業 

① ＜学校支援活動＞ふれあい環境美化活動（年 10回） 

実施日： 毎月第一木曜日開催（夏・冬休み期間を除く） 

活動内容： 地域ボランティアと子どもたちの協働作業 

     （中庭の花壇整備、花苗植え、収穫、清掃活動） 

 

② ＜放課後の居場所づくり活動＞パソコンクラブ（年 11回） 

実施日： 毎月第三土曜日開催（8月を除く） 

活動内容： PCやタブレット端末の利活用方法の指導、各種 ICT機器体験 

 

２．本校の課題と工夫点 
① ふれあい環境美化活動 

・ 月１開催であり、1回きりのイベント的な印象がある。 

・ そのため、企画されたものに参加するという意識がみられる。 

・ 受身的な活動のような印象 

→ 工夫点： 普段の授業の中に地域の方々が参加、協働できるように継続した授業を 

      実施することにより学びの連続性、普段と変わらない児童生徒の様子を 

      継続した関わりを持てるため、積極的なコミュニケーションの向上が期 

      待できる。 

 

② パソコンクラブ 

・ 顧問は２人。参加者は 15人以上。 

・ 指導教員を固定せず、月毎の参加可能教員を募集し、人数調整のうえ実施。 

→ 工夫点： 支援学校、支援教育に興味のある学生をボランティアとして登用し、 

      教員の負担を軽減する。 

 

３．人材確保・育成 
① ふれあい環境美化活動 

・ 社会福祉協議会（中津地域振興会）へ協力 

  依頼 

・ 中津地域振興会会長を学校運営協議委員と 

  して委嘱 

 

② ボランティア講座や本校教員による大学での講義 

・ 教職をめざす学生、支援教育に興味がある  

  学生に向けて、「ボランティア講座」を開催 

・ 支援教育や支援学校の実際を早い段階に見る・

聞く・知る→ボランティア、学習支援 

  員→プレ先生 

・ 大学での授業等（障がいスポーツ、障がいのある子どもたちへの支援・指導、教育実 

  習等）を行い、本校に興味関心を持たせる 

 

  

教育コミュニティづくり推進事業 
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ボランティア講座 
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支援教育地域支援整備事業 
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（１）ボッチャについて 

 

大学との連携 
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（２）GIGAスクール構想と ICT機器 特別支援教育充実の可能性 
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（３）支援学校における地域支援 
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カリキュラムマネジメント実践報告 
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